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このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）

　いちのへ　れ　　おくん（４さい）
　にしざき　け　　いくん（５さい）
　にしざき　な　　ぎくん（４さい）
　しまかわ　まさむねくん（５さい）
　しちのへ　み ら いさん（５さい）
　やまもと　れ　　んくん（４さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「ワンダーランド」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します
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戸
）
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「
３
歳
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
！
こ
れ
か
ら
も
　
　

　
元
気
い
っ
ぱ
い
毎
日
楽
し
く
過
ご
そ
う
ね
〜
！
」
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

千畳敷駅
留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。

・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐しい昭和・平成の写真、日
常の風景や一コマなど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメントとペンネームを入力したうえで、掲載して
ほしい写真を添付して次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネームを記入したものを添えてください。

重なり、垂れ下がる巨大氷柱
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あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
活
動
に
尽
力
し
て
い
る
深
浦
町
消
防
団
の
出
初

式
が
１
月
10
日
、
町
民
体
育
館
駐
車
場
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
平
沢
町
長
が
観
閲
す
る
中
、
約
１
９
０
人
の
団

員
は
人
員
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
及
び
分
列

行
進
を
披
露
し
ま
し
た
。
消
防
団
と
し
て
の
自
覚

と
規
律
を
胸
に
刻
み
、
技
術
の
錬
磨
に
よ
る
日
頃

の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
士
気
盛
ん
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
町
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
長
年
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た
優
良
団
員

な
ど
を
表
彰
し
ま
し
た
。
白
川
信
治
消
防
団
長
が

「
安
全
・
安
心
な
深
浦
町
の
実
現
に
向
け
、
消
防

活
動
に
全
力
で
取
り
組
も
う
」
と
訓
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県

知
事
表
彰
を
受
章
し
、
今
回
、
町
長
表
彰
を
受
章

し
た
第
９
分
団
分
団
長
の
山
本
恵
一
さ
ん
が
「
地

域
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
、
安
全
・
安

心
な
町
づ
く
り
の
た
め
に
努
力
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
近
年
全
国
で
多
発
す
る
自
然
災
害
に
よ
り
、
消

防
団
活
動
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
、
団
員
は
『
災

害
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
』
の
実

現
に
向
け
て
、
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

優
良
団
員
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
で
消
防
庁
長
官
表
彰
を

受
章
し
た
者

　
分
団
長
　
　
団
本
部
　 

会
津
　
国
昭

・
消
防
歴
25
年
以
上
で
青
森
県
知
事
表
彰
を

受
章
し
た
者

　
分
団
長
　
　
第
９
分
団
　
　
山
本
　
恵
一

　
部
　
長
　
　
第
20
分
団
　
　
堺
　
　
弘
喜

　
班
　
長
　
　
第
１
分
団
　
　
太
田
　
　
透

　
班
　
長
　
　
第
７
分
団
　
　
吉
井
　
雄
悦

　
団
　
員
　
　
第
13
分
団
　
　
岩
谷
　
文
雄

・
消
防
歴
20
年
以
上
で
班
長
以
上
の
者

　
班
　
長
　
　
第
１
分
団
　
　
斉
藤
　
伸
吾

　
班
　
長
　
　
第
１
分
団
　
　
兵
藤
　
　
剛

　
班
　
長
　
　
第
４
分
団
　
　
平
岡
　
太
一

　
班
　
長
　
　
第
８
分
団
　
　
吉
田
　
雅
彦

　
班
　
長
　
　
第
21
分
団
　
　
秋
穂
　
一
紀

　優
良
団
員
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
消
防
歴
５
年
以
上
の
者

　
班
　
長
　
　
団
本
部
　
　
　
三
浦
美
加
子

　
班
　
長
　
　
第
２
分
団
　
　
工
藤
　
敏
貴

　
班
　
長
　
　
第
10
分
団
　
　
長
尾
　
俊
吾

　
班
　
長
　
　
第
21
分
団
　
　
秋
穂
　
一
紀

　
団
　
員
　
　
第
４
分
団
　
　
永
谷
　
幸
一

　
団
　
員
　
　
第
４
分
団
　
　
野
呂
　
　
巧

　
団
　
員
　
　
第
４
分
団
　
　
徳
田
　
勇
三

　
団
　
員
　
　
第
４
分
団
　
　
小
沢
　
光
夫

　
団
　
員
　
　
第
７
分
団
　
　
成
田
　
健
登

　
団
　
員
　
　
第
８
分
団
　
　
吉
田
　
勝
俊

　
団
　
員
　
　
第
８
分
団
　
　
野
呂
　
友
彦

　
団
　
員
　
　
第
８
分
団
　
　
福
沢
　
海
斗

　
団
　
員
　
　
第
10
分
団
　
　
山
下
　
諒
真

　
団
　
員
　
　
第
12
分
団
　
　
七
戸
　
達
也

　
団
　
員
　
　
第
15
分
団
　
　
山
下
　
督
史

　
団
　
員
　
　
第
15
分
団
　
　
岡
野
　
　
誠

　
団
　
員
　
　
第
17
分
団
　
　
長
谷
川
　
佑

　
団
　
員
　
　
第
18
分
団
　
　
渋
谷
　
東
陽

内
助
の
功
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
消
防
歴
30
年
以
上
で
分
団
長
以
上
の
者
と

そ
の
妻

　
分
団
長
　
第
４
分
団永

谷
　
　
勉
・
み
ど
り

　
分
団
長
　
第
11
分
団古

川
今
日
志
・
智
　
美

無
火
災
分
団
表
彰
（
町
長
表
彰
）

・
５
年
以
上
管
轄
区
域
が
無
火
災
の
分
団

　
第
１
分
団
（
浜
町
）

　
第
11
分
団
（
北
金
ヶ
沢
）

一
家
三
代
消
防
団
員
表
彰

　
第
９
分
団
　
団
　
　
員
　
　
三
浦
　
光
貴

　
　
　
父
　
　
元
分
団
長
　
　
三
浦
　
　
佐

　
　
　
祖
父
　
元
分
団
長
　
　
三
浦
　
貞
蔵

最
優
秀
中
隊
表
彰
（
団
長
表
彰
）

・
出
初
式
最
優
秀
中
隊

　
深
浦
町
消
防
団
　
第
１
中
隊

深浦町消防団出初式深浦町消防団出初式
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
感
性
や
創
造
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
小
中

学
校
を
対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
２
５
０
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作
品
は
３
月
１
日

（
日
）
ま
で
深
浦
町
美
術
館
で
展
示
い
た
し

ま
す
。

　
美
術
館
・
資
料
館
と
も
町
民
の
入
館
料
は

無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち

の
表
現
力
豊
か
な
作
品
を
じ
っ
く
り
と
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

　
小
学
生
の
部
入
賞
者

●
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
山
内
　
心
翔
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
熊
谷
　
千
奈
（
い
わ
さ
き
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
川
村
　
朱
里
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
選
　
島
川
　
　
耀
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
荒
川
　
真
平
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
吉
田
　
詠
太
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
阿
部
　
瑠
偉
（
修
道
小
学
校
） 

●
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
小
野
　
央
貴
（
深
浦
小
学
校
）

優
秀
賞
　
山
本
　
優
士
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
兼
平
　
心
陽
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
黒
滝
　
乎
粋
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
秋
田
　
優
葵
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
大
川
　
時
生
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
川
添
　
楓
果
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

●
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
黄
金
崎
空
彩
（
深
浦
小
学
校
）

優
秀
賞
　
石
沢
　
一
叶
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
虻
川
　
彩
桜
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
荒
川
　
恵
一
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
山
本
　
蘭
々
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
舛
谷
　
六
花
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
兼
平
　
里
空
（
修
道
小
学
校
）

●
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
平
沢
　
歩
希
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
小
野
結
衣
花
（
修
道
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
櫻
井
　
龍
承
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
岡
村
　
誠
一
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
選
　
三
上
　
大
翔
（
修
道
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
小
島
　
優
太
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
小
林
　
紗
蘭
（
修
道
小
学
校
）

●
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
吉
田
　
　
樹
（
深
浦
小
学
校
）

優
秀
賞
　
島
川
　
保
喜
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
秋
元
　
優
槻
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
世
永
　
希
翠
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
黄
金
崎
春
空
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
三
浦
京
太
郎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
紀
本
　
湊
太
（
深
浦
小
学
校
）

 
 

 
 

●
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
原
田
陽
日
樹
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞
　
鎌
田
　
悠
希
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
竹
内
　
雄
飛
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
秋
穂
　
陽
哉
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
選
　
山
根
衣
梨
那
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）
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選
　
岩
本
　
莉
愛
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
選
　
櫛
引
　
日
夏
（
深
浦
小
学
校
）

　
中
学
生
の
部
入
賞
者

●
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
舘
口
　
侑
生
（
深
浦
中
学
校
） 

優
秀
賞
　
㔟
州
谷
梨
愛
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
坂
崎
ひ
お
り
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
熊
谷
　
耀
太
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
工
藤
　
愛
紗
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
大
沢
　
逢
夢
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
西
巻
　
　
鈴
（
深
浦
中
学
校
） 

 
 

 
 

●
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
鈴
木
　
朱
音
（
深
浦
中
学
校
） 

優
秀
賞
　
小
野
　
央
真
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
吉
田
　
圭
希
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
坂
崎
　
理
虎
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
大
谷
明
日
華
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
堀
内
　
柊
斗
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
堀
内
　
　
蓮
（
深
浦
中
学
校
） 

 
 

 
 

●
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
吉
田
　
千
鶴
（
深
浦
中
学
校
）

優
秀
賞
　
会
津
　
穂
奏
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
岩
根
　
彩
華
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
新
岡
慎
三
郎
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
岩
本
　
結
愛
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
村
上
　
　
蓮
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
古
川
　
寿
暖
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
賞
者
を

　紹
介
し
ま
す

中
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

舘
口
　
侑
生（
深
浦
中
学
校
）

　「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

中
学
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

鈴
木
　
朱
音（
深
浦
中
学
校
）

　「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

中
学
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

吉
田
　
千
鶴（
深
浦
中
学
校
）

　「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

小
学
４
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

平
沢
　
歩
希（
深
浦
小
学
校
）

　「
う
ち
ゅ
う
の
木
」

小
学
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

吉
田
　
樹（
深
浦
小
学
校
）

　「
キ
ノ
コ
村
」

　
　

小
学
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

原
田
　
陽
日
樹（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　「
ボ
ス
ザ
ル
」

　

小
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

山
内
　
心
翔（
深
浦
小
学
校
）

　「
あ
き
の
山
」

小
学
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

小
野
　
央
貴（
深
浦
小
学
校
）

　「
レ
シ
ー
ブ
ひ
ろ
う
ぞ
」

　
　

小
学
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

黄
金
崎
　
空
彩（
深
浦
小
学
校
）

　「
お
ば
け
の
い
え
」
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深
浦
町
美
術
館
で
は
、
芸
術
に
ふ
れ
あ
い

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
感
性
や
創
造
力

を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
町
内
小
中

学
校
を
対
象
に
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
こ
の
ほ
ど
、
応
募
作
品
２
５
０
点
の
中
か

ら
学
年
別
の
入
賞
者
が
決
定
い
た
し
ま
し
た

の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
な
お
、
す
べ
て
の
応
募
作
品
は
３
月
１
日

（
日
）
ま
で
深
浦
町
美
術
館
で
展
示
い
た
し

ま
す
。

　
美
術
館
・
資
料
館
と
も
町
民
の
入
館
料
は

無
料
で
す
の
で
、
こ
の
機
会
に
子
ど
も
た
ち

の
表
現
力
豊
か
な
作
品
を
じ
っ
く
り
と
ご
鑑

賞
く
だ
さ
い
。

　
小
学
生
の
部
入
賞
者

●
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
山
内
　
心
翔
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
熊
谷
　
千
奈
（
い
わ
さ
き
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
川
村
　
朱
里
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
選
　
島
川
　
　
耀
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
荒
川
　
真
平
（
深
浦
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
吉
田
　
詠
太
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
阿
部
　
瑠
偉
（
修
道
小
学
校
） 

●
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
小
野
　
央
貴
（
深
浦
小
学
校
）

優
秀
賞
　
山
本
　
優
士
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
兼
平
　
心
陽
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
黒
滝
　
乎
粋
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
秋
田
　
優
葵
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
大
川
　
時
生
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
川
添
　
楓
果
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

●
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
黄
金
崎
空
彩
（
深
浦
小
学
校
）

優
秀
賞
　
石
沢
　
一
叶
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
虻
川
　
彩
桜
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
荒
川
　
恵
一
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
山
本
　
蘭
々
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
舛
谷
　
六
花
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
兼
平
　
里
空
（
修
道
小
学
校
）

●
４
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
平
沢
　
歩
希
（
深
浦
小
学
校
） 

優
秀
賞
　
小
野
結
衣
花
（
修
道
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
櫻
井
　
龍
承
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
岡
村
　
誠
一
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
選
　
三
上
　
大
翔
（
修
道
小
学
校
） 

入
　
　
選
　
小
島
　
優
太
（
修
道
小
学
校
）

入
　
　
選
　
小
林
　
紗
蘭
（
修
道
小
学
校
）

●
５
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
吉
田
　
　
樹
（
深
浦
小
学
校
）

優
秀
賞
　
島
川
　
保
喜
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
秋
元
　
優
槻
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
世
永
　
希
翠
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
黄
金
崎
春
空
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
三
浦
京
太
郎
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
紀
本
　
湊
太
（
深
浦
小
学
校
）

 
 

 
 

●
６
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
原
田
陽
日
樹
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

優
秀
賞
　
鎌
田
　
悠
希
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
竹
内
　
雄
飛
（
深
浦
小
学
校
）

入
　
　
選
　
秋
穂
　
陽
哉
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

入
　
　
選
　
山
根
衣
梨
那
（
い
わ
さ
き
小
学
校
）
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選
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（
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学
校
）

入
　
　
選
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引
　
日
夏
（
深
浦
小
学
校
）

　
中
学
生
の
部
入
賞
者

●
１
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
舘
口
　
侑
生
（
深
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学
校
） 

優
秀
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㔟
州
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梨
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（
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）
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坂
崎
ひ
お
り
（
深
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）
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太
（
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）
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逢
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（
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）

入
　
　
選
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（
深
浦
中
学
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●
２
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
鈴
木
　
朱
音
（
深
浦
中
学
校
） 

優
秀
賞
　
小
野
　
央
真
（
深
浦
中
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）
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選
　
吉
田
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希
（
深
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中
学
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）
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坂
崎
　
理
虎
（
深
浦
中
学
校
）
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選
　
大
谷
明
日
華
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
堀
内
　
柊
斗
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
堀
内
　
　
蓮
（
深
浦
中
学
校
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●
３
年
生
の
部

最
優
秀
賞
　
吉
田
　
千
鶴
（
深
浦
中
学
校
）

優
秀
賞
　
会
津
　
穂
奏
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
岩
根
　
彩
華
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
新
岡
慎
三
郎
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
岩
本
　
結
愛
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
村
上
　
　
蓮
（
深
浦
中
学
校
）

入
　
　
選
　
古
川
　
寿
暖
（
大
戸
瀬
中
学
校
）

入
賞
者
を

　紹
介
し
ま
す

中
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

舘
口
　
侑
生（
深
浦
中
学
校
）

　「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

中
学
２
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

鈴
木
　
朱
音（
深
浦
中
学
校
）

　「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

中
学
３
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

吉
田
　
千
鶴（
深
浦
中
学
校
）

　「
文
化
祭
ポ
ス
タ
ー
」

小
学
４
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

平
沢
　
歩
希（
深
浦
小
学
校
）

　「
う
ち
ゅ
う
の
木
」

小
学
５
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

吉
田
　
樹（
深
浦
小
学
校
）

　「
キ
ノ
コ
村
」

　
　

小
学
６
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

原
田
　
陽
日
樹（
い
わ
さ
き
小
学
校
）

　「
ボ
ス
ザ
ル
」

　

小
学
１
年
生
の
部
　
最
優
秀
賞

山
内
　
心
翔（
深
浦
小
学
校
）

　「
あ
き
の
山
」

小
学
２
年
生
の
部
　
最
優
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１
月
31
日
（
土
）
・
２
月
１
日
（
日
）
、

青
森
市
マ
エ
ダ
ア
リ
ー
ナ
に
お
い
て
『
モ
ン

ベ
ル
フ
レ
ン
ド
フ
ェ
ア
in
青
森
〜
白
神
山
地

の
魅
力
が
大
集
結
〜
』
が
初
開
催
さ
れ
、
白

神
山
地
に
縁
の
あ
る
事
業
者
や
著
名
人
が
、

旬
の
特
産
品
販
売
、
冬
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

体
験
会
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
ラ
イ
ブ
等
を
行

い
ま
し
た
。

　
深
浦
町
か
ら
は
10
ブ
ー
ス
が
出
展
し
、
雪

人
参
や
関
連
商
品
等
の
特
産
品
販
売
、
深
浦

サ
ー
モ
ン
の
試
食
等
の
ブ
ー
ス
展
示
を
行
い
、

多
く
の
来
場
者
が
足
を
止
め
、
買
い
求
め
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
で
は
津
軽
深

浦
北
前
太
鼓
「
風
の
会
」
が
和
太
鼓
演
奏
を

披
露
し
た
ほ
か
、
深
浦
町
観
光
特
使
の
近
藤

金
吾
氏
が
ラ
イ
ブ
を
行
い
、
会
場
を
沸
か
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
（
株
）
モ
ン
ベ
ル
会
長
の
辰
野
氏

と
平
沢
町
長
の
対
談
で
は
、
深
浦
町
の
豊
か

な
「
自
然
」
と
旬
の
雪
人
参
等
の
「
食
」
の

魅
力
を
に
つ
い
て
語
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
町
で
は
、
今
後
も
ア
ウ
ト
ド
ア
ブ
ラ
ン
ド

「
モ
ン
ベ
ル
」
社
・
青
森
県
と
連
携
を
図
り
、

「
白
神
山
地
」
の
更
な
る
活
用
・
振
興
に
繋

げ
る
べ
く
、
各
種
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
体
験
や

イ
ベ
ン
ト
、
商
品
販
売
に
取
り
組
ん
で
い
く

予
定
で
す
。

津軽北前太鼓の熱演津軽北前太鼓の熱演

マスコットキャラクター
「モンタベア」と「ゆうひくん」夢の共演

「クマゲラ」をモチーフとした
衣装で熱唱する近藤金吾氏

深浦町から出展した事業者のみなさん
（舮作興農組合・十二湖森の会・日本サーモンファーム・町観光協会・広福丸直売所・かそせいか焼き村・

アオーネ白神十二湖・風合瀬海岸「かおりの店」・サンセットハウス・深浦町）

モンベル会長と対談する平沢町長モンベル会長と対談する平沢町長

モンベルフレンドフェアin青森へ出展モンベルフレンドフェアin青森へ出展
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深浦町総合戦略課　企画調整係
電話　74－2122

みなさんの身近な話題・行事・出来事
などの情報をお寄せ下さい。 ウォッチングウォッチング

　深浦産わかめを加工した「つるつるわか
め」などの商品を販売しているふかうら食
品株式会社が、新商品「わかめドレッシング」などの自
社商品を詰め合わせた特別セットを販売することになり、
西崎事業部長が町長へ報告に訪れました。特別セットは、
深浦町出身の安治川親方（元安美錦関）が開設した安治
川部屋の３周年と安治川部屋所属の安青錦関が昨年11月
に行われた九州場所で初優勝を果たし、大関に昇進した
ことを祝い、販売することになりました。
　報告を受け、平沢町長は「新しい商品の知名度が上が
るきっかけになってもらえればうれしい」と語りました。
　特別セットは１セット2,500円（税込）で、２月１日
から28日までの期間限定販売となっており、ふかうら食
品で注文を受け付けています。商品はふかうら食品で受
け取り可能です。町内にお住まいの人で、ふかうら食品
に行くことができない人には無料で配達サービスを行う
とのことでした。

まちか
ど

　一戸きくさんは1926（大正15）年１月10
日、関生まれ。夫の秀義さんと結婚し、子ど
も２人、孫４人、ひ孫３人に恵まれました。
　夫と一緒に炭焼きや土木作業員として働き、その後、東
京で家政婦をするなど、とにかく一生懸命働いたことが思
い出に残っているそうです。
　現在は施設で生活しており、読書やパズル、編み物など
をしたり、テレビでは相撲を楽しみに見て過ごしていると
のこと。
　顕彰状を受け取った一戸さんは「皆さんのおかげで長生
きできました。ありがとうございます」と感謝の言葉を語
りました。

一戸さん、100歳を迎える 　

　 ふかうら食品が特別セットの
販売を町長へ報告に訪れました

１／
10

ご家族と記念撮影をする一戸きくさん（中央）

特別セットの詰め合わせ商品

１／
20

　４月から深浦診療所で勤務している松山美智子と申します。福岡県出身で、青森県の冬に格闘してい

るところですが、深浦町の皆さんは雪や風に負けず毎日元気に過ごしていらっしゃって逞しいなと日々

感じています。

　さて、今回は睡眠についてお話しようと思います。

　診察室で「お布団に入ってもなかなか寝付けなくて大変です」や「夜中一旦目が覚めるとなかなか眠

れません」などといった不眠についての相談をよく受けます。そこでこちらから「何時にお布団に入っ

て、何時に起きていますか？」と質問をすると、床上時間（お布団に入って横になっている時間）が必

要以上に長い方が多い印象を受けます。

　実は年齢ごとに身体が必要とする睡眠時間は異なっています。個人差はありますが目安として、小学

生は９～12時間、中学生・高校生は８～10時間、成人は６～９時間、高齢者５～８時間程度とされて

います。また高齢者に関しては60代で６時間程度、70代以上で５～６時間程度で十分とされているこ

ともあり、むしろ８時間以上では健康リスク（死亡リスク）が上がると報告されています。ただ加齢と

ともに睡眠の質も変化していくので、必要とされている時間寝ても疲れが取れないということもあるか

と思います。

　不眠症への対策として年齢問わずできる方法はいくつかあります。例えば、起床時や日中には日光を

浴びて身体を動かすよう心掛けたり、昼寝は午後の早い時間まで短めに取るようにしたりすることで

す。また、入眠２～３時間前には入浴して身体を温めることも効果的です。特にご高齢の方は就寝時間

が早い傾向にあり、お布団で眠れない時間が長いと不眠症状が悪化してしまうので、眠くなるまではお

布団に入らないということも大切です。

　それでも不眠が良くならないという場合は、睡眠薬を調整していくことになります。以前までは脳の

機能を低下させる睡眠薬が主流であり、ふらつきや転倒を起こしてしまったり、そ

の薬に依存してしまったりという問題点がありました。現在は、これらのふらつき

や依存などの副作用の少ない、ホルモンを調整する睡眠薬が主流になってきていま

す。若い方でも、安全な薬を導入して快適な睡眠生活を送っている方もいらっしゃ

います。

　睡眠は毎日の生活の質に関わってくるので、今後もより良い睡眠を確保して日々

快適に過ごしていただきたいと思っています。もし睡眠について悩んでいる方がい

らっしゃいましたら、お気軽にご相談ください。

「睡眠について」～不眠に悩む方へ～
深浦診療所　医員　松 山 美智子

深浦診療所つうしん　No.67
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公式サイトはこちら

グットイグナル
  代表 山﨑 麻美

〒038-2504
深浦町大字北金ケ沢字塩見形272-14

TEL：0173-82-0813 FAX：0173-82-0814

宅地建物取引業 青森県知事（1）第3641号

空き家バンク登録申請お手伝いします

空き家でお困りの方はご相談ください

面倒な書類集めや書類作成は、
グットイグナルにおまかせください！

〈ご相談の際は、固定資産税課税明細書をご用意ください〉

F -ミーティング
　　実施グループ募集中！！
　深浦町のこれからをみんなで語り合ってみませんか？
　町長と地域の活性化・住みよいふるさとづくりなど、よりよい町
づくりのための意見交換を行いたい５～10名程度のグループを募集
しています。興味のある方は申込・問合せ先までご連絡ください。　
　　□申込・問合せ先
　　　　　　総合戦略課　TEL　74-2122

平沢町長が、深浦町の魅力を発信する
F-tube！
深浦町の魅力が伝わるチャンネルを目
指していきますので、ぜひチャンネル
登録をよろしくお願いします。

9：00～11：30

３：00～５：30

午
前
午
後

月 火 水 木 金 土 日 祝日

休診

休診 休診
3：00
　
4：30

～

1：00
　
2：30

～

10：00
　

11：30

～○

○

○

○

○

○

○ ○ ○

○

社員募集

ふかうら食品株式会社
ご不明な点ありましたらお気軽にお問合せ下さい。（9：00～17：00）　担当：西崎・吉田

募集人員  若干名
勤務時間  8：30～17：00（実働7時間程度）※応相談で調整可
賃 金  等  月給17万3千円～ ※勤務形態は応相談で対応可 
      賞与有 社会保険有 通勤・扶養他各種手当有
休  日  日曜・祝日 他シフト（夏期・年末年始休暇有）
業務内容  加工食品の製造・販売など ※試用期間有

TEL：0173-74-3811 FAX : 0173-74-4587

防 災 コ ー ナ ー防 災 コ ー ナ ー
深浦町　防災備蓄品の紹介　簡易ベッド編

　地震や台風などの災害発生時にライフライン(電気、ガス、水道)の停止や救援物資到着

の遅れに備えたり、家屋の損壊により自宅で生活できない方々への支援として、町では

様々な防災備蓄品を準備しています。そのなかで、今回は折り畳み式簡易ベッドを紹介し

ます。

　災害時の避難生活では、日を追うごとにストレスや疲労が蓄積し、心身に大きな負担が

かかるなか、安心して眠ることができる環境の確保が重要な課題です。避難所生活の心身

の負担を軽減し、快適な睡眠環境のためベッドの整備を進めています。

　昨年度までは、段ボールベッドを備蓄していましたが、今年度からは難燃加工素材で抗

菌・防水・UVカットに優れ、組み立てしやすい折り畳み式簡易ベッドを購入しました。

　深浦町災害備蓄整備計画に基づき、5年で250台の備蓄を目標にしており、令和7年度は

50台購入しましたので、今後各集会施設への配備を検討しています。

■問い合わせ先　　総務課消防防災係　☎0173－74－2112（直通）

折り畳み式簡易ベッド
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　6,556
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【申告・納付期限】
　申告所得税及び復興特別所得税　　　　令和８年３月16日（月）
　個人事業者の消費税及び地方消費税　　令和８年３月31日（火）

税知識の正しい理解と普及、納税道義の高揚を目的として、次の団体で構成されています。

五所川原商工会議所　　　　　　五所川原税務署管内農業青色申告会連合会　　五彰会
西・つがる商工会連絡協議会　　五所川原税務署管内青色申告会連合会　　　　北五小売酒販組合
北五商工会ブロック会　　　　　公益社団法人五所川原法人会　　　　　　　　鰺ヶ沢小売酒販組合
東北税理士会五所川原支部　　　　　　　　　　事務局（五所川原商工会議所内）0173-35-2121　寺山　

西北五税務関係団体協議会

正しく申告！
　　　未来への襷！！

たすき

戸
籍

窓
の ◆対　　象　令和８年３月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子

◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】
「元気に育ってね！」など）

◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③
性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は２月25日㈬です。

こんなに

元気です！

３月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

子どもを受動喫煙から守る！

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、

保護者の氏名、保護者の電話番号と、上記の「将来の夢」などについて100字～
200字程度で記載し、対象者の顔写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メ
ールで提出してください。掲載候補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。
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税知識の正しい理解と普及、納税道義の高揚を目的として、次の団体で構成されています。

五所川原商工会議所　　　　　　五所川原税務署管内農業青色申告会連合会　　五彰会
西・つがる商工会連絡協議会　　五所川原税務署管内青色申告会連合会　　　　北五小売酒販組合
北五商工会ブロック会　　　　　公益社団法人五所川原法人会　　　　　　　　鰺ヶ沢小売酒販組合
東北税理士会五所川原支部　　　　　　　　　　事務局（五所川原商工会議所内）0173-35-2121　寺山　

西北五税務関係団体協議会

正しく申告！
　　　未来への襷！！

たすき

戸
籍

窓
の ◆対　　象　令和８年３月に１～５歳の誕生日を迎える町内在住の子

◆掲載内容　子供の写真、氏名（ふりがな）、住所（地区のみ）、生年月日、お子さんに一言メッセージ（【例】
「元気に育ってね！」など）

◆応募方法　郵送または持参の場合：プリントした子供の写真1枚に①子供の氏名（ふりがな）②生年月日③
性別④住所⑤保護者名（広報には掲載しません）⑥電話番号⑦お子さんに一言メッセージを記入し
たものを添えてください。メールの場合：件名に「こんなに元気です」と記入し、本文に上記①～
⑦を記入のうえ、写真データを添付して送信してください。応募締切は２月25日㈬です。

こんなに

元気です！

３月生まれのお子さんの写真を
募集します！ 問合せ先　総合戦略課　TEL 74-2122

　　　　　E-mail kouhou@town.fukaura.lg.jp

子どもを受動喫煙から守る！

Sunset Stage

　何かに一生懸命取り組み、夢に向かって頑張っている子どもたちを広報ふかうらで紹介しま
す。
　「好きなこと」「得意なこと」「頑張っていること」と「将来の夢」を教えてください。
　対象や応募方法は次のとおりです。掲載された人には「ゆうひくんタオル」をプレゼントい
たします。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○対　　象：町内在住・在学の小・中・高校生
○応募方法：子どもの氏名（ふりがな）、学校名（学年）、

保護者の氏名、保護者の電話番号と、上記の「将来の夢」などについて100字～
200字程度で記載し、対象者の顔写真や頑張っている姿の写真を添付して電子メ
ールで提出してください。掲載候補になった人へ折り返しご連絡いたします。

提出先メールアドレス：kouhou@town.fukaura.lg.jp
※メールの件名に「SunsetStage」と記載してください。

留意事項
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。
・掲載候補になった場合、写真撮影や取材に伺う可能性があります。
・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。
・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。
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ホームページアドレス  http://www.town.fukaura.lg.jp/

２月号
No.251

このコーナーでは、元気いっぱいな
園児達の作品をご紹介します。

（左から）

　いちのへ　れ　　おくん（４さい）
　にしざき　け　　いくん（５さい）
　にしざき　な　　ぎくん（４さい）
　しまかわ　まさむねくん（５さい）
　しちのへ　み ら いさん（５さい）
　やまもと　れ　　んくん（４さい）

青い鳥保育園のなかよしたち

「ワンダーランド」

読者投稿
掲載ページ

こんなに

元気です！

このコーナーでは
誕生日を迎えたチ
ビッコ達をご紹介
します
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深浦町は、旧深浦町と旧岩崎村が合併し、平成17年３月31日に誕生。
令和７年３月31日に合併20周年を迎えました。

留意事項
・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

千畳敷駅
留意事項

・写真のご応募をもって、人物の場合は写っているご本人（未成年の場合は保護者）、ものの場合は著作権者（作品
の制作者等）から、広報ふかうらへの掲載について、同意をいただいたものとします。
・すべての応募者が掲載されるわけではありません。・応募完了のメールはお送りしません。
・投稿者に対する投稿料などの謝礼は発生しません。・応募される方の個人情報は、この企画以外には使用しません。

わぁんどのひろばとは…
　皆さんが撮影した写真や制作した作品などを広報ふかうらへ掲載してみませんか？
　細かいルールはありません。思い出の写真やくすっと笑える写真、渾身の力作、昔懐しい昭和・平成の写真、日
常の風景や一コマなど、思い思いの写真を投稿してください。
　応募方法は以下のとおりです。皆さんからのご応募をお待ちしております。

○メールの場合；件名「わぁんどのひろば」と入力し、本文にコメントとペンネームを入力したうえで、掲載して
ほしい写真を添付して次のメールアドレスへ送信してください。
　メールアドレス：
　　kouhou@town.fukaura.lg.jp
○郵送または持参の場合：プリントした写真とコメント、ペンネームを記入したものを添えてください。

重なり、垂れ下がる巨大氷柱




